










要約:てんかん患児(者)のトータルケアに当たり、学校生活における授業や行事の参加の可

否は重要である。患児(者)・家族に行ったアンケートの成績を踏まえて、学校生活上のガ

イドラインの具体案を作成した。発作の頻度だけでなく、強度も加えて5段階に区分した

うえで、普通小・中・高校用(A 案)と、特殊学級・養護学校用(B案)の 2つにわけ、それぞ

れについて授業、体育(特に水泳)、宿泊学習(修学旅行)などの学校行事への参加の目安を

具体的に立案した。 


